
第61回地盤工学研究発表会 市民向け講演会

地震や豪雨が頻発し、住宅地の地盤の安全性が注目されています。造成地や盛土には見えな
い地盤リスクが潜む可能性もあります。本講演会では地盤工学・防災の専門家が、住宅地の
地震被害の実態や盛土・擁壁のリスク、身近な土地の安全性の見極め方を分かりやすく解説
します。「自分の住んでいる場所は安全か？」を考えるきっかけをお届けします。

2026年 7月 7日(火) 13:30～17:00（受付開始：13:00）

静岡理工科大学 静岡駅前キャンパス４階ホール

入場無料

定員200名

プログラム PROGRAM

開会挨拶
野田 利弘（名古屋大学教授・第61回地盤工学研究発表会実行委員長）

13:30

13:40

～14:30 住宅地のリスクってなに？
駅やバス停、スーパー、学校からの距離より重要なリスクとは…
吉田 信博 氏（静岡市副市長）

特別講演

14:30

～15:10 液状化による住宅地の被害と対策
安田 進 氏（東京電機大学名誉教授）

講演１

15:20

～16:00 地震・豪雨による能登半島地震等の盛⼟・擁壁被害と対策について
橋本 隆雄 氏（国士舘大学特任教授・地盤品質判定士会技術委員長）

講演２

16:00

～16:30 地盤品質判定士会中部支部の市民向け活動の紹介
千野 克浩 氏（地盤品質判定士会中部支部支部長）

講演３

※すべての講演終了後、全体ディスカッション（会場からの質問）

お問い合わせ 第61回地盤工学研究発表会実行委員会幹事長 中井健太郎

TEL：052-789-5203、E-mail：nakai@civil.nagoya-u.ac.jp

主催／共催：(公社)地盤工学会第61回地盤工学研究発表会実行委員会／(一社)地盤品質判定士会中部支部
後 援：国土交通省中部地方整備局、静岡県、静岡市

※事前申込み不要。直接会場へお越しください。定員に達した場合は，ご入場いただけませんのでご了承ください。
※駐車場のご用意はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

大会HP


